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生について通年調査を行なった結果, 原野では山野に自生する特殊雑草が, 熟畑では畑地雑草が, また未










場合, またはこれと逆の場合には土壌 pH (KCI)4.40, 置換酸度 (yl)10.0ならびに石灰飽和度20%を









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
















一万, 26草種の圃場における単一群落の場の土壌 pH値を測定し, 各草種の適合範囲ならびに土壌の化
学的性質の段階によって惹起される植生転換の実態の両面から, 雑草植生転換の機構を明らかにし, 雑草
植生に関与するおもな要因は土壌のpH値であることを指摘した｡
以上のように, 本論文は熟畑化過程における雑草植生の変遷の実態とその要因ならびに変遷の機構を明
確にしたものであって, 雑草学, 栽培学ならびに雑草防除の実際面に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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